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Webコンテンツを用いた
訃報映像の自動編集に向けた物体認識による画像選択法
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1. はじめに
著名人が死亡するとニュース映像などを通して訃報が伝

えられる．その多くは，その人物の生前の功績や様子をま

とめた映像の形で伝えられる．本研究ではそのような映像

を「訃報映像」と呼ぶ．訃報映像は視聴者に対し，故人に

関する情報を視聴覚的に伝えられる．しかし，訃報は速報

性が求められることが多いために，訃報映像の内容は近年

の限定的な話題で構成されることが多い．

　そこで我々は，充実した内容の訃報映像を自動で生成す

ることを目的とし，映像に用いるための素材をWeb上のコ

ンテンツから抽出することにした．現在，我々はインター

ネット上の様々な媒体から情報を得ることができる．文字

媒体ならばWikipediaのようなオンライン百科事典から，

映像や音声ならば Youtubeのような映像共有サービスや

画像検索エンジンから，必要な情報を容易に得ることがで

きる．これらのWebコンテンツは，一般ユーザが盛んに

投稿することで莫大な量の情報が日々追加，更新されてい

るため，著名な人物が関わった出来事について，広範かつ

最新の情報が得られる．しかし，大量の情報からある人物

に関係する出来事を網羅的に抽出して編集するのは大変な

作業である．

　そこで，本研究では大量にある情報から，個人に関係す

る出来事を自動で選択する手法について検討する．本デモ

発表では，実際に名前入力のみで自動編集を行った結果を

紹介する．次章では，そのために必要な個人に関する情報

の抽出方法と，映像に用いる画像の選択方法について述

べる．

2. 提案手法
提案手法の処理手順を図 1に示す．訃報映像は故人の人

生を要約したものであり，幼少期，功績，私生活の 3部で編

成する．はじめに故人に関する特徴的な出来事を表現した

キーフレーズをWikipediaから収集する．次に，このキー

フレーズをもとに画像検索を行う．一般に画像検索で画像
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図 1 訃報映像生成の処理手順

を収集する場合，上位の画像ほどクエリの内容と一致して

いるとされる [2]が，クエリと視覚的な内容が一致しない

画像が現れることもある．そこで画像の視覚的な内容を分

析し，キーフレーズを表す画像の内容と最も一致するもの

を選択する．最後に，取得した画像に対応するキーフレー

ズをテロップとして付与し，スライドショーの形式で映像

化する．

2.1 キーフレーズの抽出と分類

人物情報の収集は，Wikipedia とその内容を構造化し

たデータベース DBpedia [1] から収集する．DBpedia は

Wikipediaよりも情報が整理されているため，これから生

年月日，職業，出生地など定型的な情報を抽出する．しか

し，功績や私生活に関する情報の分類や構造化は不完全で

あるため，それらについてはWikipediaから直接抽出する．

　Wikipediaでは，執筆者は強調したい語句をアポストロ

フィなどを用いたWiki記法により強調する．また文章中

から張られるリンクのアンカテキストは固有名詞や重要な

語句であることが多い．そこでこれらの語句をキーフレー

ズとして抽出する．一般にWikipedia 記事冒頭の概要で

は，その人物の特徴が簡潔にまとめられているため，概要

内の文章からキーフレーズを抽出する．しかし，概要には

功績と私生活の内容が混在して記述されているため，それ

ぞれに該当するキーフレーズを分類する必要がある．そこ

で，Wikipedia記事中の見出しに対してテンプレートマッ

チングを適用する．このとき，予め功績と私生活に関連あ
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図 2 特徴抽出の様子

る語句を含む表現をテンプレートとしてそれぞれ用意して

おき，それらと一致した見出しがあれば，その内容は功績

と私生活のいずれかに関係する内容として分類する．分類

されたそれぞれの内容の中に表れるキーフレーズと，概要

文章内のキーフレーズとを比較し，一致するものを取得す

ることで功績と私生活のキーフレーズを分類する．

2.2 画像の選択

取得したキーフレーズを用いて，故人とキーフレーズの

両方に関係のある画像を選択する．その際に，故人の人名

とキーフレーズをクエリとした画像検索で得られる画像の

中から，特にその視覚的な内容がキーフレーズの内容と一

致したものを選択したい．そこで，キーフレーズの内容を

表す画像を分析し，内容を把握したうえで画像検索結果の

中から選択を行う．

2.2.1 画像内容特徴の抽出

画像の内容を把握するため，本研究では Visual Concept

を各画像から抽出する．Visual Conceptは画像内に写って

いる複数の物体を認識し，認識した物体ごとの尤度を算出

する．そこで，Visual Conceptを最も基本的な画像内容特

徴とする．しかし，Visual Conceptで表現できる語彙は少

ないため，Word2Vec [4]を用いて，各 Visual Conceptの

名称と共起確率が高い語句を用いて語彙を拡張する．これ

によって得られる拡張された語彙の尤度を並べたものを特

徴量とする．この特徴抽出の様子を図 2に示す．

2.2.2 画像の比較と選択

先ほど述べた特徴抽出を，キーフレーズのみを用いて検

索して得た画像と，故人の人名とキーフレーズを用いて検

索して得た画像群の両方に適用する．

　まずはキーフレーズのみをクエリとする検索をして，得

られた全ての画像から画像内容特徴を抽出する．この画像

内容特徴を，そのキーフレーズに関する一般的な画像内容

特徴とする．次に人物名とキーフレーズの両方をクエリと

して画像検索を行い，得られた画像から画像内容特徴を抽

出する．これを先ほど抽出した一般的な画像内容特徴と比

較し，最も一致する画像を選択する．具体的には，キーフ

レーズに関する一般的な画像内容特徴と，人物名とキーフ

レーズから得た画像の画像内容特徴の内積値が最大の画像

をキーフレーズに最も一致する画像として選択する．

3. 実験
提案手法の有効性を検証するため，15人の著名人に対

表 1 実験結果
選択手法 比較手法 提案手法

平均選択率 0.243 0.379

し，その人に関連あるキーフレーズをよく表す画像を選択

する実験を行った．被験者は人物名とキーフレーズで検索

した検索結果の上位 4枚から，最もキーフレーズを表して

いると考えられる画像を 1枚選択する．その選択された画

像と，提案手法により選択された画像の一致度を調べた．

比較手法は，著名人の人物名とそれぞれに関係のあるキー

フレーズをクエリとして画像検索を行った結果の第 1位の

画像を利用したものである．評価は手法の選択率で行い，

総設問数のうち各手法が選択された設問数の割合とする．

　表 1に実験結果である各手法の選択率を載せる．実験結

果より，提案手法は比較手法より 13.6%の制度向上が見ら

れた．また，提案手法が有効だったキーフレーズは，「アカ

デミー賞」や「ユニセフ親善大使」など，よく知られてい

るものであった．これらのキーフレーズは，「トロフィー」

や「ドレス」などといった一般的な特徴が抽出しやすいも

のであったために精度が高かったと考えられる．一方，提

案手法が有効でなかったキーフレーズはあまり認知されて

いないキーフレーズであった．これより，被験者はキーフ

レーズの内容がわからなかったために正しく画像の評価が

行えなかったと考えられる．

4. むすび
本デモ発表ではWeb上のコンテンツを用いた訃報映像

の自動生成手法について述べた．提案手法では画像を選択

する際に Visual Conceptを用いたが，語彙にないものは

検出できない．今後は語彙にない Visual Conceptに対し

ても，より適した画像を選択する手法へと拡張したい．
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